
1．本稿の目的・対象読者

1.1　本稿の目的
情報化社会となり、個人レベルでもインターネッ

トによってアクセスできる情報量は格段に増加し
た。しかし、大量の情報にアクセスできる環境であ
ることと、個人が必要な情報に適切にアプローチで
きるのかは、また別問題である。情報の海にダイブ
していくには、それなりのスキルと前提知識が必要
である。それができないと、表層を漂っているだけ
となる。実際のところ、専門分野にアプローチする
には、当該分野での専門教育が必要である。外国人
と会話するには、外国語を習得しなければならない
のと一緒である。データベースでのテキスト検索で
も専門用語を知らなければ、最初のキーワードを打
ち込めない。そして検索には経験も必要である。何
を入力すれば何が結果と返ってくるかは、膨大な試
行錯誤と専門教育を経て、研究者や専攻学生は経験
的に勘所を獲得していく。

文化財は専門家の独占物ではない。地域住民が文
化財に関する情報に容易にアクセスできる必要があ
る。そこで、非専門家であっても即席で、文化財情
報の海にダイブする方法の一例を紹介するものであ
る。
1.2　本稿の想定読者

本稿の対象者は、専門家ではない。市民や学校利
用（先生・児童・生徒）等である。専門家としての

探し方ではないかもしれないし、著者の経験による
ところも大きいため、答えではなく一つの方法とし
て、あくまで参考程度と考えていただきたい。

2．それぞれの方法

インターネットでは、様々なWebサイトで文化財
に関する情報（以下、文化財情報）にアクセスでき
る。主なものを紹介する。
2.1　国立国会図書館リサーチ・ナビ

国立国会図書館（以下、NDL）では、「国立国会
図書館職員が調べものに有用であると判断した図書
館資料、ウェブサイト、各種データベース、関係機
関情報（中略）を、特定のテーマ、資料群別に紹介
するもの」としてリサーチ・ナビを運営している 1）。
文化財に関わるものとしては、下記がある。
・文化財を調べる（更新日：2021年11月 8日）
　�https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/

heritage.php
・遺跡を調べる（更新日：2021年10月25日）
　�https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/

ruins.php
・�地方指定文化財を調べる（更新日：2021年11月 8

日）
　�https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/

local-heritage.php
・�文化財の修理報告書を探す（更新日：2021年11月 

8日）
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https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/
heritage-report.php
2.2　Wikipedia

Wikipedia とは「世界中のボランティアの共同作
業によって執筆及び作成されるフリーの多言語イン
ターネット百科事典である」 2）。近年、ウィキペディ
アタウンが活発化している。地域の文化財の情報を
住民らの手によって掘り起こし、記事化すること
で、世界中に発信可能となる。文化財の存在が知ら
れることや二次利用などによって、地域の活性化に
つながるとされる。記事の信頼性を担保するのは、
引用の出典となった原典である。記事を起点に原典
を探っていくことで、より詳細な情報を芋づる式で
見つけることが可能である。この原典には、後述す
る全国遺跡報告総覧（以下、遺跡総覧）に登録され
ている刊行物が多数ある。
2.3　多様なWebサイト

各自治体や博物館の Web サイト、CiNii（国立情
報学研究所）、Colbase（国立文化財機構）、国立国
会図書館デジタルコレクション（NDL）、ジャパン
サーチ（NDL）、MAPPS Gateway（早稲田システム
開発株式会社）、ADEAC（TRC-ADEAC株式会社）
などがある。ここでは詳述しない。
2.4　全国遺跡報告総覧・文化財総覧WebGIS

奈良文化財研究所・島根大学附属図書館と全国の
関係機関で推進する全国遺跡報告総覧（文化財論文
ナビ・文化財動画ライブラリー・全国文化財イベント
ナビ）・文化財総覧WebGISが有用である。後述する。

3．何を探す？ 

3.1　刊行物を探す－全国遺跡報告総覧
文化財に関する刊行物を探す場合は、全国遺跡報

告総覧が有用である。遺跡総覧で情報検索する際に
は、大きくメタデータ検索と内容検索に分類できる

（図1）。メタデータ検索とは、書誌を対象にした図書
検索、遺跡の概要を示す抄録検索である。対し、内
容そのものを直接検索するものとして、テキスト検
索と画像検索に分類できる。遺跡総覧には2022年2

図2　文化財論文ナビのテキスト検索

図3　文化財論文ナビの文化財所在地検索

図4　文化財論文ナビの時代検索

図1　メタデータ検索と内容検索
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月11日時点で、書誌は112,806件（発行機関数 1,859 
機関）登録されている。探し方は、4で詳述する。
3.2　論文を探す－文化財論文ナビ

文化財論文ナビは2021年3月に公開した。文化財
報告書や紀要等に掲載されている論考をデータベー
ス化している。機能の概要や意義は、別に参照され
たい 3）。2022年2月11日時点で、 23,372件（発行機関
数1,859機関）登録されている。

探し方としては、①メタデータから検索する方法
として、テキスト検索（フリーワード、タイトル、著
者名）、選択式（データ登録機関、文化財所在地（都
道府県）、時代、文化財種別、遺跡種別、遺物（材質
分類）、学問種別、テーマ）が主なアプローチである

（図 2・3・4・5）。②内容から検索する方法として、
内容を表す特徴語と類似論文から探す方法がある。
登録されている論文には、概要から自動抽出する特
徴語と、登録機関が手動で登録する登録キーワード
がある。これらの用語は、当該論文の内容を良く表
すものと考えられる（図6）。そして自然言語処理技
術を活用して、登録キーワードの内容類似度を自動
判別し、類似している20の論文を表示する（図7）。
なお、データ不足など場合によっては類似論文の表
示はない。
3.3　動画を探す－文化財動画ライブラリー

文化財動画ライブラリーは、文化庁と共同で開発
し2020年 8月に公開した 4）。全国の調査機関が専門

性を発揮して制作した動画が YouTube 等にて多数
公開されている。しかし、動画の所在を把握しにく
いことや、他の人気動画の影に隠れるなどの理由に
より視聴されにくい場合がある。そこで、全国各地
で制作されている文化財関係の動画情報を統合し、
紹介するプラットホームを構築した。探し方は、文
化財論文ナビと類似しており、所在地や時代等で検
索可能である。動画にも登録キーワード・特徴語が
設定されており、自動で類似している報告書・イベ
ント・動画がページ下部に表示される。
3.4　イベントを探す－全国文化財イベントナビ

文化財動画ライブラリーは、2016年9月に公開し
た 5）。種別（展覧会、講演会、現地説明会、その他）、
開催日、開催地、フリーワードなどから、関心に合
わせて各地の遺跡や文化財に関するイベント情報を
検索できる。イベントにも登録キーワード・特徴語
が設定されており、自動で類似している報告書・動
画がページ下部に表示される。

図6　論文詳細画面。特徴語を表示

図7　内容が類似した論文の共起関係図

図5　文化財論文ナビの種別やテーマ検索
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4．テキストから探す

4.1　全文テキストから探す
2022年2月11日時点で、遺跡総覧への登録データ

数は、PDFで376万ページ、24億文字である。当然、
もはや人間では読める量ではない。そのため、全文
検索が有効である。しかしながら、紙からデジタル
化したものは、OCR 処理によって活字化されるが、
石と右、文と丈など誤認識される場合がある。その
場合、全文検索結果対象外となるため、事前に誤認
識されやすい漢字をとりまとめ、専門用語と突合す
ることによって、表記ゆれ専門用語約 6 万語を生成
し、システムに組み込み、自動提示するようにし
た 6）。また石切場と石丁場のように類語についても
内部にシソーラスを構築しており、類義語も含めて
検索できるようにしている（図8）。

ビッグワード（抽象語など、例）土器）で検索した
場合、検索結果は膨大な数となる。その場合、用語
を変更するか、検索演算子を用いて絞り込む（図9）。
遺跡総覧では、Google の検索演算子（AND や OR）
を参考にしている。検索結果の表示順は、書名や抄
録に当該用語がヒットしたものを重みづけし、優先
的に表示させている。

まだ検索結果が多い場合は、右サイドバーの発行

機関・報告書種別・発行年・編著者名で絞り込む
（図10）。厳密に発行機関所在地＝文化財所在地では
ないが、日本においては文化財所在地の機関が報告
書を発行することが大半であるため、発行機関所在
地＝文化財所在地と考えてほぼ問題ない。

検索結果から、詳細ページに遷移し、本文頻出用
語を大まかに把握することができる。本文中に良く
出現する用語のトップ40を表示しているため、内容
を良く表す用語と考えることができる（図11）。

全文検索の長所としては、漏れなく検索できるこ
とである。しかしながら逆に膨大な結果を表示させ
ることにもつながることが短所である。
4.2　書誌から探す

図書検索のように使用できる。一般的な図書検索
と違う点は、報告書種別があることである（図12）。
初学者が閲覧する場合には、b02 および b03 のガイ
ドブックや図録類がわかりやすい。写真や図が多
く、執筆担当者によってわかりやすく記載されてい
る（図13）。
4.3　抄録から探す

発掘調査報告書を通読せずとも、簡便に概要を把図9　検索演算子の使用例

図10　サイドバーで絞込検索

図8　用語の表記ゆれと類義語の自動表示
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握することができるように報告書に抄録を付与する
ことが1994年から始まった 7）。そのため、それ以前
の報告書現物には抄録はついていない。しかし、抄
録データベース構築事業で順に遡及登録されている
ため、データとして遺跡総覧にある場合がある。

抄録には、時代、遺構や遺物の情報が登録される
（図14・15）。調査結果を要約したものであり、非常
に精度が高い。しかし、用語や内容の選択は担当者
に依存するため、検索性においては課題がある。抄
録検索は精度が高いものの検索網羅性という点が短
所である。

図11　書誌詳細画面。特徴語を表示

図12　書誌の詳細検索画面

図13　例『やきものづくりの考古学』 図14　抄録情報上部
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5．地図から探す

2021 年 7 月、文化財総覧 WebGIS（以下、総覧
WebGIS）を公開した 8）。インターネット上の地図
であるWebGISに文化財データ61万件を搭載した。
地図に文化財情報が登録されているので、自宅付近
の文化財を地図から調べるといったことが可能であ
る。文化財は、遺跡、史跡、建造物、有形文化財など
である。それぞれに時代情報も持つ。時代や種別で
検索し絞り込むことが可能である。総覧WebGISで
は右クリックで当該地の Google ストリートビュー
に遷移する。現状確認を容易にできる。

6．�実践：報告書の探し方と閲覧方法の
一例

6.1　毛髪探し
2019年5月頃、SNSで遺跡での「髪の毛」の出土

例について話題となった（図16）。そして返信ツィー
トで武者塚古墳での「みずら」出土事例が共有され
た。武者塚古墳をとっかかりに遺跡総覧で当該報告
書が特定され、コアな報告事例が共有された。さら
に「みずら」が「美豆良」で検索ワードが拡張され、
網羅的な検索になったものの、人物埴輪の「美豆良」
出土例の混入となった。用語が変更され「毛髪」で
のワード検索で66件の結果となった。全文検索であ
るため、この66件から1件ずつ確認し、目的のもの
であるかは報告書を確認し、選別していく作業が必
要となる。

図16　毛髪の出土例に関するツイート

6.2　発掘調査報告書を見よう
発掘調査報告書は、『発掘調査のてびき』 9）によっ

て、記載事項がある程度示されている。例えば下記
の手順であれば効率的に確認できる。以下、実際に
武者塚古墳の報告書で確認する（図17） 10）。
①�抄録の確認：報告書の巻末に遺跡概要を記した抄

録を確認する。遺跡の時代や概要を把握できる。
しかし、前述の通り1994年以前の報告書現物には
抄録がない。遺跡総覧に遡及登録されていれば、
確認可能である。

②�総括の確認：総括とは、調査で得られた事実関係

図15　抄録情報下部
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を整理し、総合的に検討し、端的にまとめたもの
である。確認する優先度が高いといえる（図18）。

③�図版の確認：巻末に付される図版を確認すること
で直感的に把握可能である（図19）。

④�専門論考の確認：成果をより専門的に評価するた
めに、テーマを絞った論考や分析結果が掲載され
ることがある（図 20）。自身の関心にあえば、優
先度が高い。

⑤�各章や図版の確認：必要に応じて必要箇所を読み
込んだり、通読する。報告書掲載の参考文献を確
認することも有用である。
6.3　さらに調べよう

報告書を閲覧したことで、自身の見識が拡がった
はずである。用語に関する知識も増えているだろ
う。改めて、遺跡総覧や CiNii Articles で検索する
とさらなる論考を収集できる。文化財論文ナビを使
えば、類似論文をビジュアルで確認でき便利である

（図21）。また、確認できた参考文献を手掛かりに芋
づる式で、情報を手繰り寄せても良いし、文化財総
覧WebGISで地理情報からのアプローチにしてもよ
い。

7．Wikipediaに記事を書こう

得た知識をアウトプットとして Wikipedia の記事
にすることで、より理解が深まり、他者にとっても
便利となる。Wikipediaでは、出典を明記することが
重要で、表記スタイルに従う必要がある。書式に従

図19　『武者塚古墳』掲載の毛髪画像

図20　『武者塚古墳』掲載の論考

図21　毛髪に関する類似論文

図18　『武者塚古墳』の総括

図17　『武者塚古墳』の目次
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い書誌・著者・URL・DOI などの ID 類などを記述
する必要がある。そこで、利便性・効率性・スタイ
ルの正確さを高めるため、表記スタイルを自動表示
し、コピー・アンド・ペースト（Copy and Paste）で
きるアイコンを公開した。刊行物、動画、論文それぞ
れの表記スタイルを用意している。簡便に入力ミス
なく Wikipedia 記事で出典を示すことができる。ま
たWikipediaの出典テンプレートとして「Template:
全国遺跡報告総覧」（https://ja.wikipedia.org/wiki/
Template:%E5%85%A8%E5%9B%BD%E9%81%BA
%E8%B7%A1%E5%A0%B1%E5%91%8A%E7%B7%
8F%E8%A6%A7）および「Template:文化財論文ナ
ビ 」（https://ja.wikipedia.org/wiki/Template:%E6
%96%87%E5%8C%96%E8%B2%A1%E8%AB%96%E
6%96%87%E3%83%8A%E3%83%93）が用意されてい
る。Templateを使えば、手作業による整形を減らす
ことができる。

8．おわりに

文化財情報の探し方の一例を紹介した。もし本稿
の読者がもっと良いアプローチを知っているのであ
れば、ぜひたくさんの方に知ってもらえるようSNS
やブログ等で積極的に発信願いたい。
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